4　　2008/08/13　　２１世紀社会デザインと言葉の力　第１１回　０８．８．１３修正

２１世紀社会デザインとことばの力　　第１１回
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アメリカの実状
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インタビューの記事です。
サブﾌﾟﾗｲﾑローン。アメリカの、お金のない人が住宅を買うためのリスクが高いローンです。

普通と違うのは、証券化が、強くなっていることです。ローンを組んで銀行からお金を借りる人のローンを、銀行がバラバラにして証券化する。
日本の株式市場が急落した理由として、国内の小泉改革の停滞が言われているけれども、それは間違っている。基本的に起きた事実は、アメリカが、毒性の強い証券を世界中にばらまいて、その毒がヨーロッパも日本にも　中国にも影響を及ぼしている。
「今後日本はどうするか」という観点から、竹中が「日本は金融大国として生きていく」

と言っているが、そちらの方向にかじ取りを向き直すメリットはほとんどないであろう

日本は、製造業において確実にきたわけで、その道を捨てることは無い。得意分野で生きていくべきである。金融大国に舵を取り直したところで、世界の金融市場に飲み込まれてしまう。
サブプライムから世界中の同時不況が起きている。今後どうなるか？これからも次々と　アメリカの不良債権が膨らむだろう。なんでこういうことがおきるかというと、アメリカは、これまで自分の国の金融市場を完全に管理できていると思っていた。それが自慢で、アジアで通貨危機が起きたときはそれを非難して、「アメリカのようにすれば」と、言っていた。
けれども実はアメリカ自身が、「リスクとは何であるのか」をまったく理解していなかった。理解しないままに複雑な商品を開発して、リスクを増大させた。

もともと銀行は、お金を貸すにあったって、そのリスクを自分で負った。自分で負うから、返済能力があるかどうかなどを　銀行は厳しくチェックする。ところが、それを複雑に組み合わせると、リスクが分散され、情報が分散され、リスクに関する関心が乏しくなり、その分だけリスクを考える人達がいなくなった。
その結果が、いま起きていることで、まだそれが改善される見込みはない。この背景にはイラク戦争がある。資金を調達するためのアメリカの政策が、今日の事態を引き起こした。



竹中と三点ｾｯﾄ＋α
経済財政諮問会議をテコに使って小泉・竹中が、政策を実現していったという話のつづきです。この会議の３点セット（裏会議・民間４議員・小泉の一言）の話をしましたが、

これ＋α　があったという話をします。
普通こういう審議会には事務局が置かれるのですが、この審議会にはなかったわけです。
こういうことはあり得ないわけです
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本の紹介
なぜそうなかったかというと、財務省がそれに反対したということです。「事務局なしの諮問会議にして、実質的なことを決めさせない」と。
そこで竹中は、民間４議員のサポートとして、実質的に、事務局としての機能を果たせるものを作った。それに、日本銀行副総裁になった岩田氏に、参加してもらって実体的な準備をすすめた。
民間４議員のシナリオだけじゃなくて、小泉にも一定の役割を演じてもらい、岩田さんにも手伝ってもらう。大臣たちは、バックに省庁を背負って来るんだけれども、彼らは、それをあらかじめ読んで、応戦体制を整えたわけです
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「日本の政治家の中では小泉はたぐいまれな能力を持った政治家である」と評価して、その秘密は、何かということを、ここで言っています。

小泉が優れているのは、青写真を実現するところである。青写真を実現する戦略にたけていたのが、小泉であった。
重要なのは、「政策を実現したいというパッション」で、そのパッションと、実現のための戦略が決定的なことで、小泉はそれを持っていた。
　　　　　　　　細部の重要性

それと同時に、「細部にきっちりと目を向けていないと、大事を達成することはできない」。戦力のときに大事なのは、大きな話ではなく、小さなことである。

それは政治の世界だけでなくて、あらゆるところでそうです。芸術の世界でも、「神は、細部に宿る」という表現が使われます。
いま僕は、立教大学のセカンドステージで、自分史をかかせる授業をやっています。僕はそれらを細かく読んで、添削しています。文章の良い、悪いの決め手は、細部なんです。「て、に、を、は」とか、接続詞とか、語尾とか、そこを変えただけで、良くも悪くもなります。

政策を実現するための戦略も、細部にきっちりと目を向けていないと達成することができない。債権処理にしても、どのように処理を行なうか。大きな目標を細かくﾌﾞﾚｲｸﾀﾞｳﾝして、一つ一つを具体的にどうするかを決める。そのことがいちばん大事です。細かいガイドラインがあるかどうかによって、実現するかどうかが決まるということを彼は、言っています。
もう一つは、いろんなものを決めるのは会議だから、反対意見に対するロジックを考えておく。どんなものを作っても必ず反対というものが出てくる。
それには三つのパターンがある

１コントラリアン


反対する人、反対のための反対、マスコミ的批判

２永遠の心理

　　　　誰も否定できないことを言っているけれども具体性が乏しい

３ラベルを貼って決めつける。


誰も証明できないラベルを張って決めつける。

この三つに共通する一つのことは、「対案を出さない」ということ。「対案を出さない批判」には、対応する必要がない。無視していい。
もう一つ面白いのは、リーダーの条件です。
四つの条件

１　王道をいく

真正面からいけば政策が分かりやすくなる

２　瞬時の判断力

　　いろんなことをイメージトレーニングしておく
３　直接対話の力
４　愛嬌の力
　　その人が持っている魅力

　　　　　　　　　　　　　大義･正義
政治的な議論には大義が必要です。もっともらしいためには、大義の部分が必要である。

大義の一つに正義がある。
ある時代、それは功利主義の原理であった。最大多数の最大幸福で政策的には難しい

次に、個の立場と社会全体を考えると別のものが考えられる。最大不幸者の最小化で　政策的には社会政策的なもので実現される

[image: image3.jpg]JUSTICE AS FAIRNESS
ARESTATEMENT

AIEELUTOER it

Yav-O—)LX
IO U

RN - A 5 - OFHEN R

&




本の紹介
公正としての正義

正義の２原理

第一原理　平等原理

すべての人間は、可能な限り、平等である。これが、いちばん大事な正義で

第二原理　格差原理
もっとも不利な状況にある人の利益を最大にする

システムの中に格差をつける

持って生まれた格差を負わされた人たちにプラスα

国家が、社会に介入した方がいい
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